
              

坂
本
平
九
郎 

平
岸
へ
移
った
移
住
者
た
ち
の
顔
ぶ
れ
を
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
移
住
の
際
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
の
は
坂
本
平
九
郎
、
中
目
文
平
、

吉
川
太
左
衛
門
の
３
人
で
、
彼
ら
が
村
の
ま
と
め
役
と
な
って
い
ま
し
た
。
坂
本
平
九
郎
は
、
真
っ先
に
平
岸
へ
の
移
住
を
提
唱
し
、

移
住
前
年
に
は
同
志
７
人
と
入
植
地
の
選
定
の
た
め
来
道
す
る
な
ど
移
住
の
推
進
役
と
な
った
人
物
で
す
。
水
沢
藩
で
は
砲
術
の

名
手
と
し
て
知
ら
れ
、
幕
末
に
は
藩
命
に
よ
り
江
戸
に
行
き
、
江
川
太
郎
左
衛
門
に
つ
い
て
西
洋
砲
術
を
究
め
ま
し
た
。
明
治
９

年
平
岸
で
亡
く
な
り
、
天
神
山
の
澄
川
墓
地
に
墓
石
が
残
って
い
ま
す
。
「留
守
家
旧
臣
名
簿
」に
よ
れ
ば
、
坂
本
家
は
二
番
座
召

出
と
な
っ
て
お
り
、
留
守
家
の
中
で
も
由
緒
正
し
い
名
家
で
し
た
。
平
九
郎
の
子
、
育
太
郎
は
西
１
３
番
に
入
植
し
た
椎
名
弁
七

郎
に
子
が
い
な
か
った
の
で
、
椎
名
家
の
養
子
と
な
って
い
ま
す
。
椎
名
家
は
蘭
学
者
の
高
野
長
英
の
血
筋
に
あ
た
り
、
弁
七
郎
の
妻

は
東
京
市
長
を
務
め
た
後
藤
新
平
の
姉
で
す
。
弁
七
郎
の
孫
養
子
が
、
昭
和
中
期
の
自
民
党
の
重
鎮
で
あ
り
、
官
房
長
官
・外
務

大
臣
・
副
総
裁
な
ど
の
要
職
を
歴
任
し
た
椎
名
悦
三
郎
で
す
（
金
脈
問
題
で
退
陣
し
た
田
中
角
栄
に
代
わ
り
、
三
木
武
夫
を
総

裁
に
選
ん
だ
椎
名
裁
定
を
下
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
ま
す
）
。 

 

 
 

中
目
文
平 

中
目
文
平
は
、
水
沢
藩
士
で
は
な
く
、
仙
台
伊
達
宗
家
の
御
一
家
衆
で
あ
り
、
水
沢
か
ら
２
０

㌔
㍍
ほ
ど
北
に
位
置
す
る
江
刺
郡
上
門
岡
の
領
主
中
目
家
の
三
男
で
し
た
（
図
１
）
。
文
平
は
宝
蔵

院
流
槍
術
の
達
人
で
あ
り
、
目
録
を
授
か
っ
て
い
ま
す
。
武
者
修
行
の
た
め
水
沢
に
来
て
同
門
の
水

沢
藩
士
ら
と
腕
を
競
い
あ
っ
て
い
ま
し
た
。
彼
ら
の
活
躍
に
よ
り
水
沢
の
武
術
は
大
い
に
面
目
を
あ

ら
た
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
特
技
を
通
し
て
、
水
沢
藩
士
ら
と
親
密
な
交
流
が
あ
り
、
こ
の

こ
と
が
平
岸
へ
の
移
住
を
決
意
さ
せ
る
き
っか
け
に
な
った
よ
う
で
す
。
入
植
後
は
村
の
総
代
人
を
務

め
、
用
水
路
の
整
備
な
ど
イ
ン
フ
ラ
の
充
実
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
変
几
帳
面
な
人
で
、
日
々

の
出
来
事
を
記
録
に
残
し
て
い
ま
す
。
こ
の
記
録
は
、
「中
目
文
平
日
記
」と
名
付
け
ら
れ
、
平
岸
の

み
な
ら
ず
、
北
海
道
の
開
拓
初
期
の
歴
史
を
知
る
う
え
で
貴
重
な
資
料
と
な
って
い
ま
す
。 

 

 
 

吉
川
太
左
ヱ
門 

吉
川
太
左
ヱ
門
に
つ
い
て
は
、
長
い
間
詳
し
い
来
歴
が
わ
か
って
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和
５
０
年
ご
ろ
に
な
って
、
あ
る
水
沢
藩
士

（
山
崎
家
）の
旧
宅
の
ふ
す
ま
に
、
下
貼
り
と
し
て
幕
末
に
書
か
れ
た
大
量
の
手
紙
が
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
水
沢
の
郷
土

史
家
の
故
・小
林
晋
氏
に
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
に
、
吉
川
太
左
ヱ
門
に
関
す
る
手
紙
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
仙
台
藩

内
に
あ
る
鉱
山
の
普
請
工
事
を
委
託
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
水
沢
藩
で
は
、
特
殊
技
能
を
持
つ
も
の
を
家
臣
に
引

き
立
て
て
お
り
、
吉
川
太
左
ヱ
門
も
そ
う
い
っ
た
経
緯
で
藩
士
に
取
り
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
太
左
ヱ
門
は
鉱
山
工

事
を
監
督
す
る
ほ
ど
で
す
か
ら
世
事
に
通
じ
、
統
率
力
が
あ
った
の
で
移
住
の
際
に
リ
ー
ダ
ー
に
選
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
入
植
後

も
、
そ
の
特
殊
な
技
能
を
活
か
し
て
、
明
治
２
０
年
に
南
区
の
小
金
湯
温
泉
を
発
見
し
、
温
泉
旅
館
「
吉
川
旅
館
」
を
開
業
し
ま

し
た
（
図
２
）。
現
在
、
吉
川
旅
館
の
あ
った
場
所
に
は
「湯
元
小
金
湯
」が
建
って
い
ま
す
。 

第
２
２
回
．
移
住
者
た
ち 

 

～
開
拓
編
～ 

図１．中目文平肖像と宝蔵院流槍術目録（平岸百拾年より） 

 

２０１５年（平成２７年）５月１日（金曜日） 



吉
川
鉄
之
助 

吉
川
太
左
ヱ
門
の
一
人
息
子
鉄
之
助
は
、
明
治
４
年
１
３
歳
で
両
親
と
と
も
に
平

岸
に
入
植
し
ま
し
た
。
明
治
９
年
に
札
幌
農
学
校
が
開
校
す
る
と
同
年
１
０
月
に
は
、

開
拓
使
学
校
雇
と
し
て
農
場
勤
務
と
な
り
、
札
幌
農
学
校
教
頭
で
あ
っ
た
ク
ラ
ー
ク

博
士
か
ら
教
え
を
受
け
ま
す
。
ク
ラ
ー
ク
博
士
の
日
本
滞
在
は
わ
ず
か
８
カ
月
で
し

た
が
、
鉄
之
助
は
、
「私
の
生
涯
で
最
も
影
響
を
受
け
、
誇
り
に
思
う
こ
と
は
、
ク
ラ
ー

ク
先
生
に
仕
え
た
こ
と
で
あ
る
」
と
晩
年
ま
で
語
って
い
た
そ
う
で
す
。
農
学
校
で
の
勤

務
の
か
た
わ
ら
、
洋
式
農
法
の
実
践
に
果
敢
に
取
り
組
み
、
農
耕
馬
や
プ
ラ
ウ
な
ど
の

馬
耕
具
を
開
拓
使
よ
り
払
い
下
げ
て
も
ら
い
、
平
岸
で
の
普
及
に
つ
と
め
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
新
農
法
へ
の
挑
戦
が
、
や
が
て
平
岸
が
日
本
を
代
表
す
る
リ
ン
ゴ
園
と
な
る

下
地
と
な
り
ま
す
。
明
治
２
０
年
に
平
岸
を
去
り
、
長
沼
の
最
初
の
開
拓
者
と
な
り

ま
す
。
ク
ラ
ー
ク
博
士
に
学
ん
だ
農
業
技
術
で
新
た
な
土
地
を
開
き
た
い
と
い
う
情

熱
が
あ
った
の
で
し
ょ
う
。
開
拓
初
期
は
バ
ッ
タ
と
霜
の
害
に
遭
い
、
鹿
肉
な
ど
を
売
って

飢
え
を
し
の
い
だ
そ
う
で
す
が
、
す
ぐ
に
軌
道
に
乗
り
ま
す
。
明
治
２
５
年
に
開
村
す

る
際
、
住
民
た
ち
が
鉄
之
助
の
功
績
を
た
た
え
「
吉
川
村
」と
名
付
け
よ
う
と
し
ま
し

た
が
、
固
辞
し
た
そ
う
で
す
。
結
局
、
タ
ン
ネ
ト
ー
と
呼
ば
れ
る
細
長
い
沼
が
あ
った
こ

と
か
ら
、
長
沼
村
に
な
り
ま
し
た
。
明
治
２
８
年
に
は
初
代
戸
長
に
な
り
、
道
路
や

橋
の
建
設
、
運
河
の
構
築
、
小
学
校
の
設
置
な
ど
多
数
の
業
績
を
残
し
ま
し
た
が
、
昭

和
６
年
７
３
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
。
鉄
之
助
は
、
長
沼
町
開
拓
の
祖
と
仰
が
れ
、
昭

和
１
２
年
に
は
長
沼
役
場
前
に
胸
像
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
３
）
。
鉄
之
助
の
功

績
が
縁
と
な
り
、
長
沼
町
と
水
沢
市
（
現
在
は
奥
州
市
水
沢
区
）
は
昭
和
４
８
年
姉

妹
都
市
と
な
って
い
ま
す
。 
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～
平
岸
の
知
性
～ 

北
海
道
大
学
の
名
誉
教
授
を
務
め
た
故
・高
倉
新
一
郎
氏
は
郷
土
史
「平
岸
百
拾
年
」の
序
文
で
、
「平
岸
の
知
性
」と
い
う
言
葉
を

使
って
い
ま
す
。
北
海
道
を
代
表
す
る
イ
ン
テ
リ
で
あ
った
人
物
か
ら
み
て
も
、
平
岸
に
は
他
の
街
と
は
一
線
を
画
す
知
的
な
印
象
が
あ

った
よ
う
で
す
。
事
実
、
開
拓
後
す
ぐ
に
洋
式
農
法
を
取
り
入
れ
、
リ
ン
ゴ
栽
培
に
成
功
し
、
昭
和
期
に
は
、
直
木
賞
候
補
と
な
った
文

学
者
の
澤
田
誠
一
氏
や
オ
ホ
ー
ツ
ク
文
化
の
研
究
で
知
ら
れ
る
考
古
学
者
の
大
場
利
夫
氏
と
い
った
人
物
が
平
岸
か
ら
生
ま
れ
て
い
ま

す
。
「
平
岸
の
知
性
」
の
原
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
が
執
筆
当
初
か
ら
の
疑
問
で
し
た
が
、
こ
の
開
拓
編
を
調
べ
て
、
水
沢
藩

の
知
識
階
級
で
あ
った
武
士
た
ち
が
そ
の
土
台
と
な
って
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
水
沢
藩
は
以
前
書
い
た
よ
う
に
偉
人
の
ま
ち
と

し
て
知
ら
れ
、
江
戸
時
代
の
文
化
水
準
は
日
本
で
も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
だ
った
と
い
え
ま
す
。
水
沢
か
ら
の
開
拓
者
の
最
大
の
遺
産
は
平
岸

に
知
性
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

 

図２．昭和２１年ごろの小金湯温泉旅館

（定山渓鉄道資料集より） 

 

図３．吉川鉄之助胸像 

（長沼町 たかす地域情報ブログより） 
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